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　はじめに

　「日本の会社」という本が市販されている。著者は

阪本藤良氏、光文社の出版である。私は去る日、なに

げなしに、この本を M 書店で見つけ、どんな内容かと

思いながら、パラパラ とページをめくってみたが、だ

れでもできる経営分析という項に、特に興味を感じ、

書代 200 円也を支払って、とうとう手にいれた。以後

私は、手元にある昭和 35年度製材工場経営調在報告書

（農林省農林経済局統計調査部）の内容に、新たな興

味を感じながら、「日本の会社」という本の中で述べ

られている方法のとおり」以下のような経営成績判定

の計算を進めてみたわけである。なお、個々の製材工

場の貸借対照表（バランスシート）が、残念ながら私

の手もとにないので、昭和 35年度製材工場経営調査報

告書の中に記されている次項に掲げる表のような、出

力階層別の 5 グループの夫々の平均値並びに 5 グル

－プ全体の平均値を用いて、この場合の計算を試みる

ことにしたわけである。

　計算に用いた数値

　昭和 35年度製材工場経営調査報告書では、昭和 35年

12月31日現在の製材工場数 28407 工場の中から、動

力の出力が 7．5 KW 未満のもの 4178 工場、会社組

織でないもの 12534 工場、その他この調査の条件に

適合しないもの 4740 工場の 3 者を差引いた 6955工

場を調査対象母集団数としており、製材用動力の出力

階層別調査対象母集団数と調査工場数は、第 1表の

とおりとなっている。

　なお調査条件に適合する工場とは、

  ①　経営組織が会社のもので、製材用動力の出力が

7．5 KW 以上の工場

  (2) 製材のみの企業体に属する工場、ただし、製材

が製材と関係のない各種事業をいとなむ企業体の一つ

であっても、製材に関しての決算が、それ以外の事業

の決算と分離できるものもさしつかえない。

　③　素材の販売を行なわないもの、または行なって

もその数量が、自家年間製材用素材消費量の 50％ 未

満のもの。

  ④　自家製材品以外の製材品の販売を行なわないも

のまたは行なっても、その数量が、自家年間製材量の

50 ％ 未満のものを云い、同一の工場について調査し

た。昭和 34年、35年度の平均的バランスシートは、第

2表のようである。

　私は、この表の全平均値を用いて製材企業の水準を

求め、以下に述べるような計算を進めてみたのであ

　る。

　経営成績の判定

 「日本の会社」という本には、総合的に経営分析す

る方法として第 3 表のような方法が掲げられてい

る。

　第 3 表による総合的計算法は次の如くである。

　①．第 3 表の 3 つの項目別に、業界の平均値を

100 としたときの、その会社の比率を下記のようにし

て計算する。

　②．①による答えに第 3 表の右の欄のウエイトをか

ける。たとえば、金融力を例にとると

　③．各項目の得点を合計するとその業界

　の総得点の合計の平均は 100 になる。
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　年度別製材企業の水準値

　前項に掲げたように、総合的判断のための計算を進

めるためには、製材企業の水準が明らかでなけれはな

らない。そこで、私は、第 4 表に掲げる計算式により

第 2 表平均的バランスシートの全平均（出力階層

7．5 KW ～ 75 KW ～）の該当数値をあてはめて、

昭和 34年、昭和 35年度の製材企業の水準値は、第 4 表

のようであるときめた。

　又、製材企業の水準値と比較するための、個々の会

社の数値のかわりに、第 2 表中の出力階層毎の数値

をとりあげたが、製材企業の水準値と同様に計算した

数値をまとめると　第 5 表のようになる。

　なお、昭和 34年度と昭和 35年度の水準を比較してみ

ると　第 6 表のようになる。

　第 6 表のように、昭和 35年度における使用総資本

利益率の伸びは著しく大きい。

　なお、出力階層別の年度比較は第 7 表のとおりであ

る。ただし、第 7 表では、昭和 34 年度を 100とする

昭和 35 年度の数値のみを掲げた。

　第 7 表で明らなように、異状な伸びを示すのは

7．5 ～15 KW　階層の使用総資本利益率であり、つい

で出力階層 37．5～ 75 KW ～が高い伸びを示してい

る。又、固定資産回転率では、出力階層 15 ～ 22．5

KW，22．5 ～37．5 KW が、下降傾向を示している。

　経営成績の判定表

　前掲の諸数値によって、成績判定表を作成すると、

第 8 表のようになる。

　第 8 表で明らかなように、出力階層別の 5グルー

プの中で、いちばん総合成績の良いのは22．5 ～ 37．5

KW のグループである。このグループは、業界の水

準が 100であるのに 126．50 ～ 120．98を示してい
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る。又 4つの数値をみても、満足にちかい数値であ

る。5グループの中で、いちばん成績の悪いのは 37．5

～ 75 KW のグループである。

このグループは、83．66 ～ 87．53 を示すにすぎない。

しかも、内容的に 4つの数値をみても、満足すべきも

のは一つもない。なかんづく内容的に、もっとも成績

の悪いのは使用総資本利益率である。又、酸性比率で

示される金融力においても 5グループの中で、もっと

も悪い。

　しかし、経営の判断を行なう場合には、いまの成績

が、上昇傾向を示しているのか、下降傾向を示している

のかを確かめることが重要であるとされている。この

ような見方をすると、2年度の数値では明らかな傾向

はつかめないと思うが、出力階層 7．5 ～ 15 KW，37．5

～ 75 KW，75 KW ～　が上昇傾向を示すのに反し、

15 ～ 22．5 KW，22．5 ～ 37．5 KW　は、共に下降傾

向を示していることになる。このような傾向は、製材

工場の今後の経営に対して、一つの問題を提起するの

ではなかろうか。

　あとがき

　私は、「日本の会社」という本に興味を感じ、手も

とにある昭和 35年度製材工場経営調査報告書とむすび

つけ、とりいそいで計算を進めてみたのであるが、私は

あなたにおすすめしたい。計算は極めて簡単である。



　あなたは、まず、あなたの工場が出力階層で、どの

グループに属するかをつかみ、そのグループの数値を

水準として経営成績の判斬をされればよいのである。

もし、あなたの工場が 37．5 ～ 75 KW のグループな

ら第 5 表のように使用総資本利益率 3．75、酸性比

率 43．05‥…昭和 35 年度の製材業界の水準とLて、

第 3 表による総合的計算法の例にならない計算をす

すめればよいわけである。又、私がこの稿で用いたよ

うに全製材企業の水準に比してみたらどうなるかをチ

ェックされるとよい。年度による傾向が上昇か下降か

をもチェックされることが望ましい。私は、あなたの

会社の経営成績が何点かを御自身で判定され、なお一

層、経営上の問題解決の方途を発見されることを希っ

てやまない。
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